
○５月２４日に「第４回 大隅地域の県管理河川における水防災意識社会再構築協議会」を開催し，関係機関と地域
住民が協力して、水害に負けない強い地域づくりを目指すために平成30年3月に定めた減災に係る取組方針のフォロー
アップを行いました。

第４回大隅地域の県管理河川における水防災意識社会再構築協議会

１.概要

➢ 日 時：令和元年５月２４日（金） １４：００～１５：００
➢ 場 所：大隅地域振興局 ３階中会議室
➢ 出席者：鹿屋市（副市長）、垂水市（副市長）、曽於市（市長）、志布志市（危機管理監）、錦江町（副町長）

南大隅町（消防交通係長）、肝付町（副町長）、鹿児島地方気象台（次長）、大隅河川国道事務所（課長）
鹿児島県（河川課長、大隅地域振興局総務企画部総務企画課長、建設部長）

➢ 関係機関 ２１名が参加

・大隅地域の県管理河川の減災に係る取組方針の修正等について
⇒異議なし，修正された内容での改訂了解

・減災に係る取組方針のフォローアップについて
⇒取組方針の進捗について了解

・危機管理型水位計の設置について
⇒設置箇所や，河川砂防情報システムでの運用状況等について報告

・ ｢水防災意識社会｣の再構築に向けた緊急行動計画の改定について
⇒緊急行動計画の改定内容について概要を報告

・防災気象情報について
⇒危険度分布や市・町への支援業務等，気象台からの情報提供

・今後のスケジュールについての説明
⇒年度末に取組方針のフォローアップを行い，来年度出水期までに協議会を開催することを確認

２.日時／実施状況

３.議事内容

４.主な意見・コメント

・危機管理型水位計については，避難等に関わる水位に達した際に各自治体へ連絡が来るようにできないか。
・河川の寄洲除去をお願いしたい。

曽於市長


